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重点事業と注目ポイント重点事業と注目ポイント
９月定例会議案

　９月12日から14日までの日程で、令和５年度第３回南伊勢町議会定例会が開催されました。補
正予算案７件、条例案４件、教育に関する請願４件、その他議案６件、財政健全化法に基づく報告
２件、その他報告４件、教育長及び教育委員会委員の任命についての同意案２件、発議４件が提案
され、すべて原案通り可決・承認されました。また、令和４年度の決算認定８件については、各常
任委員会に付託されました。一般質問では、議員６名が質問を行いました。

議案第58号　令和５年度南伊勢町一般会計補正予算（第５号）

議案第58号　令和５年度南伊勢町一般会計補正予算（第５号）

体
育
施
設
改
修
工
事

１
４
４
６
万
円

　

宿
田
曽
体
育
館
屋
根
・
防
水
等
改
修
工
事
、
南
海
体
育

館
武
道
場
室
内
壁
他
改
修
工
事
、
ま
た
両
体
育
館
の
照
明

灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

Ｌ

道

ＥＤ化でさらに明るく

路の崩落 災
害
復
旧
工
事

６
５
０
０
万
円

　

台
風
７
号
に
よ
り
被
害
の
あ
っ
た
各
地
域
の
道
路
・

河
川
の
復
旧
工
事
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

2



議案第68号　南伊勢町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例

消
防
団
員
の定

員
が
改
正

　

消
防
団
員
の
転
出
や
高
齢
化
等
に
よ
り
実
団
員
数

が
減
少
し
た
こ
と
に
伴
い
、
改
正
前
６
１
０
名
か
ら

４
７
０
名
に
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

町 を守る消防団

令
和
４
年
度

　
決
算
認
定
を
委
員
会
付
託

　

決
算
内
容
を
よ
り
深
く
専
門
的
に
議
論
す
る
た
め
に
各
常
任

委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

第
４
回
定
例
会
に
て
各
委
員
長
よ
り
審
査
報
告
が
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
介
護
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
公
共
浄

化
槽
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
下
水
道

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
水
道
事

業
会
計
決
算

▼
令
和
４
年
度
南
伊
勢
町
病
院
事

業
会
計
決
算

3 令和５年 11月



議員の Q uestion 行政の A nswer
一般質問は、町民の声や議員自身の考えをもとに、町の行政・財政の全般にわたり、執行
機関に対して疑問点をだだし、将来に対する政策方針などを問うものです。

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問
あなたの声を町政に！！あなたの声を町政に！！

一般質問の質問事項・内容は、議会広報特別委員会で会議録に基づいて編集、要約しています。
詳細は、議会事務局に、お問い合わせください。

質 問 議 員 質　　　　問　　　　事　　　　項 ページ
岡 本 　 眞 ①　防災について 5

岡 田 和 夫
①　第４次総合計画における人口増の根拠とその実現性について
②　若者に定住してもらうための対策について
③　人口減少と高齢化が進む南伊勢町での介護支援について

6

山 本 克 彦 ①　人口減少対策について 7
河 村 健 志 ①　防災対策について 8

倉 田 　 育 ①　物価高騰による各公共事業への影響は
②　ポイ捨て・ゴミの不法投棄に対する新たな取組を ９

松 葉 和 久 ①　一般廃棄物（可燃ごみ）・資源ごみの処理について 10

９月定例会における傍聴者の総数

３名（内 メディア関係者数　１名）

議会を傍聴しませんか

12月
議会

12月５日～12月11日
傍聴の受付は議会事務局まで。

皆様の傍聴をおまちしています。

議会に関するご意見、ご要望がございましたら、議会事務局までご連絡ください。
TEL　0599－66－1781　　FAX　0599－66－2164　

次回定例議会（予定）

町
村
議
会
議
員
と
し
て

満
21
年
以
上
在
職

松
葉
和
久
議
員　

町
村
議
会
議
員
と
し
て

満
13
年
以
上
在
職

田
中
喜
一
郎
議
員　

掛
橋　

靖
議
員　

　

３
名
の
議
員
が
三
重
県
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 三

重
県
町
村
議
会

自
治
功
労
者
表
彰

4



宮
城
県
石
巻
市
と
女

川
町
へ
の
視
察
に
参

加
し
て
、
防
災
へ
の
取
組
に
つ

い
て
た
く
さ
ん
の
学
び
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

本
町
の
防
災
意
識
の
向
上
と

防
災
対
策
は
。

町
長　
毎
年
の
よ
う

に
地
震
や
台
風
、
大

雨
な
ど
自
然
災
害
の
発
生
に
よ

り
日
本
各
地
が
被
害
に
あ
っ
て

い
る
。

　

そ
し
て
、
災
害
発
生
時
に
自

分
や
家
族
の
身
を
守
っ
て
く
れ

る
の
が
、
そ
れ
ま
で
習
得
し
て

い
た
防
災
知
識
で
あ
る
。
防
災

知
識
は
災
害
が
起
き
た
後
に
あ

ら
た
め
て
学
ぶ
も
の
で
は
な
く
、

普
段
か
ら
身
に
着
け
て
お
く
べ

き
も
の
。

　

し
か
し
な
が
ら
、現
状
は「
防

災
意
識
が
高
く
普
段
か
ら
準
備

し
て
い
る
」
と
い
う
人
は
多
く

は
な
い
。

　

防
災
イ
ベ
ン
ト
は
参
加
す
る

だ
け
で
今
で
き
る
備
え
や
防
災

知
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　

防
災
イ
ベ
ン
ト
で
さ
ま
ざ
ま

な
防
災
体
験
を
す
る
こ
と
で
防

災
意
識
を
気
軽
に
習
得
で
き
、

日
頃
の
防
災
対
策
を
見
直
す

き
っ
か
け
に
な
る
。

　

防
災
イ
ベ
ン
ト
は
他
の
イ
ベ

ン
ト
と
は
異
な
り
、
た
だ
楽
し

む
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
命

を
守
る
行
動
な
ど
災
害
時
に
必

要
な
知
識
を
学
ぶ
も
の
。

　

今
後
も
、
年
一
回
の
防
災
訓

練
だ
け
で
な
く
、
イ
ベ
ン
ト
や

各
地
区
で
の
防
災
講
座
な
ど

積
極
的
に
取
り
組
み
、
町
民
の

み
な
さ
ま
へ
防
災
知
識
の
普
及

と
防
災
意
識
の
啓
発
を
進
め
て

い
く
。

Q

A

津波の威力

女川町の復興！！

防
災
意
識
の
向
上
は

町
長
　
普
段
か
ら
身
に
着
け
て

お
く
べ
き
も
の

門脇小学校（震災遺構）

岡
おか

　本
もと

　　 眞
まこと

　議員

5 令和５年 11月

一般質問



２
０
４
５
年
に
は
、

町
人
口
が
３
８
９
２

人
と
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ

る
一
方
、
町
の
第
４
次
総
合

計
画
で
は
、
目
指
す
人
口
を

４
９
９
７
人
と
し
て
い
る
。

　

１
１
０
０
人
の
差
が
あ
る
が
、

町
は
目
標
を
ど
の
よ
う
に
実
現

し
て
い
く
の
か
。

町
長　
町
の
人
口
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

は
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問

題
研
究
所
の
推
計
を
も
と
に
し

て
い
る
が
、「
自
然
減
の
抑
制
」

と
し
て
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

２
０
３
０
年
ま
で
に
１
・
80
ま

で
回
復
、
か
つ
「
社
会
減
の
抑

制
」
と
し
て
、
増
加
さ
せ
る
人

口
を
設
定
し
て
お
り
、
い
わ
ば
、

「
自
然
減
対
策
」「
社
会
減
対
策
」

を
町
が
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
っ

た
場
合
に
人
口
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
る
か
を
試
算
し
た
も

の
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
今
回
こ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
、
総
合

計
画
に
お
い
て
施
策
の
方
向
性

を
出
し
て
お
り
、「
子
ど
も
に

継
が
せ
た
い
と
思
え
る
稼
げ
る

仕
事
が
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
」

「
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育

ち
と
子
育
て
世
代
を
町
ぐ
る
み

で
全
力
で
応
援
す
る
ま
ち
を
つ

く
る
」
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
の

５
つ
の
基
本
的
な
考
え
方
の
も

と
、
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
が

人
口
目
標
の
実
現
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

町
内
出
身
の
若
者
の

定
住
を
図
る
に
は
、

子
育
て
支
援
対
策
と
と
も
に
、

働
け
る
職
場
を
見
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。

　

町
内
外
の
企
業
に
町
出
身
の

若
者
を
雇
用
し
て
も
ら
え
る
よ

う
広
く
手
を
打
つ
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

若
者
が
働
け

る
職
場
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
三
重
県

南
部
の
16
市
町
が
連
携
し
て
、

県
外
の
就
活
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
就

職
や
、
地
元
就
職
の
支
援
を
目

的
と
し
た
就
活
マ
ッ
チ
ン
グ
支

援
サ
イ
ト「
南
三
重
就
活
ナ
ビ
」

を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
商
工
課
に
お
い

て
は
、
就
職
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
お
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
を

活
用
し
た
求
人
情
報
の
提
供
も

行
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
取
り
組
ん
で
い
る
仕

事
、子
育
て
、安
全
安
心
、教
育
、

住
ま
い
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

な
ど
様
々
な
取
組
を
着
実
に
進

め
る
こ
と
こ
そ
が
若
者
定
住
に

つ
な
が
る
施
策
と
考
え
て
い
る
。

QA

人口目標の実現は
町長　５つの基本的な考えのもと

まちの宝 ( ⌒∇⌒ )

若者定住対策は
町長　着実に進める

受け継がれていく

QA

岡
おか

　田
だ

　和
かず

　夫
お

　議員

6

一般質問



日
本
全
体
が
人
口
減

少
で
あ
る
か
ら
当
町

も
人
口
が
減
る
こ
と
は
当
然
だ

と
思
っ
て
い
る
が
、
大
変
な
状

況
に
な
る
と
心
配
し
て
い
る
。

人
口
減
少
に
よ
り
小
売
り
や
飲

食
、
生
活
関
連
の
サ
ー
ビ
ス
の

縮
小
、
公
共
交
通
の
撤
退
や
縮

小
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機

能
低
下
、
税
収
減
少
に
よ
り
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
低
下
な
ど

が
起
こ
る
と
考
え
る
。

　

当
町
の
人
口
減
少
社
会
の
現

在
の
対
策
と
今
後
の
対
策
は
。

町
長　

地
域
の
商
店
、

店
舗
の
維
持
充
実
対

策
と
し
て
、
昨
年
度
に
移
動
販

売
車
の
購
入
支
援
を
実
施
し
た
。

ま
た
、
地
域
の
商
店
、
店
舗
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
対
策
と
し
て

お
迎
え
バ
ス
実
証
運
行
を
行
う

な
ど
町
営
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド
バ

ス
の
利
便
性
向
上
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
各
集
落
の
状

況
に
応
じ
た
交
通
ア
ク
セ
ス
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
関
し

て
は
、
介
護
人
材
の
確
保
が
課

題
で
あ
る
が
介
護
人
材
の
育
成

や
町
外
か
ら
の
人
材
募
集
に
取

り
組
み
、
Ｄ

※

Ｘ
な
ど
も
活
用
し

た
業
務
の
効
率
化
支
援
に
取
り

組
む
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
ら

は
概
ね
旧
村
単
位
で
の
検
討
を

推
進
し
て
い
く
。
町
内
の
一
部

地
域
で
は
、
多
様
な
関
係
者
が

連
携
し
て
複
数
の
集
落
に
よ
る

協
議
会
を
設
立
し
、
地
域
資
源

の
活
用
な
ど
、
各
事
業
を
実
施

す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な

取
組
を
町
内
へ
広
げ
、
国
の
集

落
支
援
員
制
度
や
補
助
金
な
ど

も
活
用
し
な
が
ら
必
要
な
対
策

を
進
め
て
い
く
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
策
と

し
て
は
、
人
口
減
少
に
見
合
っ

た
行
政
規
模
に
見
直
す
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
昨
年
度
は
、

出
張
所
の
機
能
を
郵
便
局
に
委

託
し
、
統
合
を
進
め
た
。
ま
た

投
票
所
を
統
合
す
る
一
方
で
、

移
動
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し

サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に
努
め
て

い
る
。
今
後
も
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
や
代
替
策
を
検
討
し

な
が
ら
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
な
ど
の

動
き
も
取
り
入
れ
つ
つ
行
政
効

率
を
高
め
、
人
口
減
少
に
対
応

し
て
い
く
。

Q

A

元気で楽しい毎日

現
在
と
今
後
の
対
策
は

町
長
　
維
持
と
代
替
策
と
見
直
し
を

おもしろい町

※
Ｄ
Ｘ
…
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
。
デ
ジ
タ

ル
技
術
で
社
会
や
組
織
、
ビ
ジ

ネ
ス
の
仕
組
み
そ
の
も
の
を
変

革
し
、
人
々
の
生
活
を
よ
り
良

い
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
。

山
やま

　本
もと

　克
かつ

　彦
ひこ

　議員

7 令和５年 11月
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多
く
の
避
難
場
所
は

急
な
山
道
を
登
る
の

で
、
選
定
当
初
か
ら
高
齢
者
の

避
難
は
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
当

町
は
年
々
、
高
齢
化
率
が
高
く

な
っ
て
き
て
い
る
が
、
一
次
避

難
に
つ
い
て
の
考
え
方
、
並
び

に
、
現
状
と
課
題
は
。

町
長　

当
町
で
は
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が

発
生
し
た
場
合
、
最
大
震
度
７
、

陸
上
浸
水
は
約
15
分
程
度
と
発

表
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各

地
区
に
津
波
か
ら
生
命
を
守
る

場
所
と
し
て
、
20
ｍ
の
高
さ
を

目
安
に
、
当
時
の
区
長
や
地
権

者
の
同
意
の
も
と
、
避
難
場
所

を
決
定
し
整
備
し
て
き
た
。
ま

た
、
地
理
的
条
件
に
よ
り
、
避

難
に
時
間
が
か
か
る
地
域
に
は
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
整
備
を

し
た
。

　

一
次
避
難
場
所
に
お
け
る
草

刈
な
ど
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
地
区
に
お
願
い
し
て
い
る

が
、
高
齢
化
が
著
し
い
地
域
で

は
維
持
管
理
も
難
し
く
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、ど
の
避
難
場
所
・

避
難
道
も
整
備
し
て
か
ら
十
数

年
経
過
し
て
い
る
た
め
、
施
設

の
老
朽
化
や
住
民
の
高
齢
化
に

よ
り
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

な
い
な
ど
、
地
区
か
ら
多
く
要

望
が
あ
る
。

　

今
、
直
面
す
る
課
題
は
、「
そ

の
避
難
道
は
使
え
る
の
か
」
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
改
め
て
、
町

が
や
る
こ
と
を
整
理
し
た
い
。

　

地
区
で
も
、
一
次
避
難
場
所

に
あ
る
備
蓄
倉
庫
に
個
人
の
非

常
持
出
袋
を
入
れ
て
、
手
ぶ
ら

で
避
難
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た

り
、
あ
る
地
区
で
は
避
難
困
難

者
の
玄
関
に
担
架
を
置
く
な
ど

様
々
な
取
組
が
あ
る
。

　

ま
た
、
災
害
時
の
避
難
は
、

徒
歩
が
原
則
だ
が
、
一
つ
の
選

択
肢
と
し
て
地
区
で
ル
ー
ル
化

す
る
こ
と
で
、「
車
で
の
避
難
」

も
有
効
か
と
考
え
る
。
地
区
に

一
つ
で
も
車
両
が
入
れ
る
よ
う

な
避
難
場
所
が
で
き
る
よ
う
、

地
区
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

今
後
も
引
き
続
き
、
交
付
金
事

業
に
よ
り
、
避
難
場
所
・
避
難

道
の
改
良
、
機
能
強
化
を
実
施

し
て
い
く
。

Q

一次避難は
町長　改良、機能強化を

A

安全な高台へ避難

河
かわ

　村
むら

　健
たけ

　志
し

　議員
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物
価
高
騰
に
対
し
て
、

公
共
事
業
の
コ
ス
ト

増
加
や
資
材
供
給
の
制
約
を
引

き
起
こ
す
可
能
性
が
高
く
な
り
、

事
業
の
予
算
超
過
や
遅
れ
が
懸

念
さ
れ
る
。
各
事
業
に
つ
い
て
、

す
で
に
影
響
が
で
て
い
る
部
分

と
、
今
後
影
響
が
で
る
と
予
想

さ
れ
る
こ
と
は
。

町
長　

影
響
が
で
て

い
る
事
業
と
し
て
、

工
事
や
業
務
委
託
な
ど
は
、
予

算
を
増
額
し
、
適
切
な
事
業
の

発
注
に
努
め
て
い
る
。
資
機
材

の
種
別
に
よ
り
、
価
格
や
納
期

に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
が
、
横
ば
い
か

上
昇
傾
向
で
推
移
し
て
お
り
、

石
油
価
格
の
影
響
を
受
け
る
燃

料
や
加
工
・
製
造
品
は
引
き
続

き
、
今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　

今
後
、
影
響
が
考
え
ら
れ
る

事
業
に
は
、
維
持
管
理
事
業
や

複
数
年
に
わ
た
る
事
業
で
あ
る

施
設
移
転
事
業
な
ど
が
あ
る
。

し
か
し
、
施
設
移
転
事
業
は
早

期
実
現
が
最
大
の
効
果
を
発
揮

す
る
と
思
う
の
で
、
社
会
情
勢

の
動
向
を
踏
ま
え
、
財
政
面
で

の
対
策
を
講
じ
な
が
ら
実
現
に

向
け
、
進
め
て
い
き
た
い
。

現
在
、
ゴ
ミ
拾
い
等

の
清
掃
を
行
う
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
が
実
施
さ

れ
て
い
る
。
不
法
投
棄
や
ポ
イ

捨
て
を
減
ら
す
た
め
の
新
た
な

取
組
が
必
要
で
あ
る
。
他
の

市
町
で
は
、
ゴ
ミ
箱
の
設
置
・

罰
則
の
強
化
・
リ
サ
イ
ク
ル

施
設
の
拡
充
等
、
独
自
の
取
組

を
行
っ
て
い
る
が
、
当
町
の
考

え
は
。

町
長　

対
策
と
し
て

は
、
「
南
伊
勢
町
ま

ち
を
美
し
く
す
る
条
例
」
に
基

づ
き
、
警
告
看
板
や
監
視
カ
メ

ラ
の
設
置
、
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル

等
を
行
っ
て
い
る
。
不
法
投
棄

の
通
報
件
数
は
、
令
和
４
年
度

16
件
で
あ
り
、
住
民
か
ら
の
早

い
通
報
に
よ
り
県
や
警
察
と
協

力
し
、
現
場
調
査
を
行
い
、
原

因
者
を
特
定
し
、
警
察
に
よ
る

撤
去
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
土
地
所
有
者
と
役
場
が

協
力
し
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
物

を
撤
去
し
綺
麗
な
場
所
に
戻
し
、

監
視
カ
メ
ラ
や
看
板
を
設
置
し
、

不
法
投
棄
さ
れ
に
く
い
環
境
整

備
を
行
い
、
住
民
の
目
が
届
く

対
策
が
有
効
で
、
効
果
が
上

が
っ
て
い
る
。
ポ
イ
捨
て
や
不

法
投
棄
は
犯
罪
で
あ
り
、
法
や

条
例
に
よ
り
罰
則
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。

物
価
高
騰
の
影
響
は

町
長
　
対
策
を
講
じ
て
い
く

Q

A

不法投棄、ポイ捨ては
町長　犯罪です

空き缶はゴミ箱へ！

QA

安全第一で…

倉
くら

　田
た

　　　育
いく

　議員

9 令和５年 11月
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毎
年
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ん
と
う
の

焼
却
施
設
の
炉
の
修
繕
費
が
増

加
す
る
中
、
鳥
羽
志
勢
広
域
連

合
へ
の
再
加
入
を
申
し
入
れ
、

連
合
の
理
解
を
得
て
再
加
入
が

認
め
ら
れ
た
。
令
和
５
年
４
月

か
ら
約
半
年
経
つ
が
、
現
在
の

状
況
は
。

町
長　

ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
な
ん
と
う
は
、

平
成
10
年
４
月
の
供
用
開
始
よ

り
25
年
が
経
過
し
、
老
朽
化
が

激
し
く
必
要
な
修
繕
を
行
っ
て

き
た
が
、
そ
の
費
用
は
年
々
増

加
す
る
一
方
で
あ
っ
た
。
就
任

直
後
、
今
ま
で
の
処
理
計
画
を

一
旦
立
ち
止
ま
り
、
最
善
な
処

理
方
法
を
検
討
し
た
。
ゴ
ミ
処

理
施
設
を
考
え
て
い
く
中
で
、

施
設
の
新
設
に
係
る
経
費
が
過

大
す
る
こ
と
に
加
え
、
ゴ
ミ
を

焼
却
す
る
だ
け
の
施
設
で
は
環

境
に
負
荷
が
大
き
す
ぎ
る
た
め
、

で
き
る
限
り
、
資
源
と
し
て
活

用
し
て
い
く
こ
と
や
、
町
が
単

独
で
清
掃
施
設
を
維
持
す
る
こ

と
は
将
来
的
な
人
口
減
少
に
伴

い
、
施
設
維
持
の
課
題
に
必
ず

直
面
す
る
こ
と
、
ま
た
、
町
民

の
皆
様
が
今
ま
で
と
変
わ
ら
ず
、

ゴ
ミ
処
理
を
行
え
る
こ
と
を
最

優
先
に
検
討
を
重
ね
、
広
域
連

携
に
よ
る
ゴ
ミ
処
理
が
最
善
で

あ
る
と
考
え
、
令
和
４
年
９
月

20
日
に
鳥
羽
志
勢
広
域
連
合
に

加
入
の
検
討
協
議
の
申
し
入
れ

を
行
っ
た
。

　

鳥
羽
市
、
志
摩
市
、
連
合
議

会
、
南
伊
勢
町
の
12
月
議
会
に

お
い
て
、
全
議
員
の
賛
成
に
よ

り
加
入
が
可
決
さ
れ
、
今
年
４

月
１
日
よ
り
鳥
羽
志
勢
広
域
連

合
に
お
い
て
、
ゴ
ミ
処
理
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
加
入

か
ら
半
年
が
経
過
し
た
が
、
大

き
な
混
乱
は
な
く
、
収
集
職
員

の
努
力
に
よ
り
、
運
搬
業
務
も

問
題
な
く
実
施
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
安
定
し
た
業
務
が
継
続

さ
れ
て
い
る
。

Q

ゴミ処理の現状は
町長　安定した業務が継続

A

やまだエコセンター
（鳥羽志勢広域連合）

クリーンセンターなんとう

あなたもつぶやきませんか？

FAX〒516－0194　南伊勢町五ヶ所浦3057　議会事務局　宛　　　0599－66－2164

どんなことでも大丈夫です（^^)/　みんなでつぶやきましょう。

つぶやき広場つぶやき広場つぶやき広場
みんなの

声

　友達が外国から携帯に知らない電話
がかかってきたと言ってました。
　私にも、携帯にアメリカ合衆国の表
示がでてかかってきました。
　取らなかったけど、正解ですよね～

（60代女性）

詐欺？

猿と鹿

　ここ最近、南伊勢町各地で猿や鹿が頻
繁に目撃されますな。これも異常気象と
関係あるのかいな～。
　以前やと人が来るとすぐに逃げたけど
最近はこちらをみて堂々と道路を歩いと
る。子どもや高齢者に被害がでやへんか
心配や。

（60代男性）

新聞への
折り込みチラシですが

　新聞をとっていないので、町の広告を
見ることができません。
　地区の回覧板で、まわして、読めるよ
うにしてください。
　お願いします。

（60代女性）

お店屋さん

　南伊勢はだんだんとお店屋さんがなく
なってしまいます。時代の流れとはいえ
寂しいですね。

（50代女性）

綺麗な公共スペースを
つくってほしい

　最近、三重県内でお洒落で綺麗な施設
が色々とオープンやリニューアルしてい
ます。
　町内でも町民や観光客がゆっくり楽し
める綺麗な施設がほしい。
　若い人にも愛される活気のあるまちを
目指してほしいです。

（30代女性）

松
まつ

　葉
ば

　和
かず

　久
ひさ

　議員
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　地区の回覧板で、まわして、読めるよ
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つくってほしい

　最近、三重県内でお洒落で綺麗な施設
が色々とオープンやリニューアルしてい
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　若い人にも愛される活気のあるまちを
目指してほしいです。

（30代女性）
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◆ 委員会活動報告 ◆
～より良いまちづくりのために、調査・研究、
　　　　　　　　　　そして、現地視察などの活動を積極的に実践しています～

総
務
建
設
常
任
委
員
会

町
の
財
政
・
産
業
・
建
設
・
防
災
・
上
下
水
道
・
ま
ち
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
７
月
19
日

調
査
事
項

⃝

防
災
安
全
課
所
管

５
月
に
現
地
視
察
を
行
っ
た

こ
と
を
踏
ま
え
、
一
次
避
難

道
及
び
一
次
避
難
場
所
に

つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

◆
９
月
20
日

調
査
事
項

⃝

水
産
農
林
課
所
管

南
伊
勢
町
南
島
種
苗
セ
ン

タ
ー
視
察

ア
コ
ヤ
稚
貝
種
苗
生
産
に
つ

い
て
調
査
し
ま
し
た
。

委
員
会
活
動
報
告

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
・
子
育
て
・
福
祉
・
医
療
・
生
活
・
環
境
衛
生
・
健
康
保
険
・

介
護
保
険
・
町
税
な
ど
の
調
査
や
審
査
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

◆
７
月
24
日

調
査
事
項

⃝

高
齢
者
支
援
課
所
管

令
和
５
年
度
事
業
に
つ
い
て

◆
８
月
21
日

調
査
事
項

⃝

請
願
に
つ
い
て

◆
９
月
25
日

調
査
事
項

⃝

町
立
南
伊
勢
病
院
所
管

令
和
５
年
度
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
事
業
に
つ
い
て

　

各
所
管
の
職
員
に
令
和
５
年

度
の
事
業
に
つ
い
て
聞
き
取
り

調
査
を
行
い
、
費
用
対
効
果
な

ど
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
月
は
教
育
関
連
の
請
願
に

つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
、
９
月

定
例
会
で
教
育
民
生
常
任
委
員

会
の
発
議
と
し
て
議
案
に
出
さ

れ
ま
し
た
。

活
動
報
告

活
動
報
告

委
員
会　
組
織
構
成

　

委
員
長　

河
村　

健
志

　

副
委
員
長　

田
岡　
　

悟

　

委　
　

員　

岡
田　

和
夫

　
　
　
　
　
　

松
葉　

和
久

　
　
　
　
　
　

東　

伊
久
雄

　
　
　
　
　
　

山
本　

克
彦

委
員
会　
組
織
構
成

　

委
員
長　

岡
本　
　

眞

　

副
委
員
長　

上
村　

直
美

　

委　
　

員　

田
中
喜
一
郎

　
　
　
　
　
　

掛
橋　
　

靖

　
　
　
　
　
　

倉
田　
　

育

　
　
　
　
　
　

森　
　

源
久

12



被災地から学ぶ震災と復興被災地から学ぶ震災と復興被災地から学ぶ震災と復興被災地から学ぶ震災と復興
議会議員行政視察研修報告（宮城県石巻市・牡鹿郡女川町）

百聞は一見に如かず

いしのまき し お しかぐん おながわちょう

■
伝
え
た
い
こ
と

　

施
設
内
に
は
被
災
車
両
や

実
際
に
使
わ
れ
て
い
た
被
災

仮
設
住
宅
も
当
時
の
ま
ま
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。
伝
承
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
か
ら
当

時
の
体
験
を
含
め
て
多
く
の

話
を
聞
き
ま
し
た
。

■
あ
の
時
、
何
が
…

　

女
川
町
で
は
震
災
時
の
被

災
状
況
と
そ
の
後
の
復
旧
や

避
難
所
運
営
に
つ
い
て
を
聞

き
、
災
害
に
対
す
る
備
え
の

大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
現
地
の
復
興

状
況
を
視
察
し
ま
し
た
。

■
復
興
支
援
の
大
切
さ

　

当
町
に
漁
業
事
業
も
協
力

頂
い
て
い
る
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー

マ
ン
ジ
ャ
パ
ン
」
さ
ん
か
ら
、

石
巻
魚
市
場
に
て
漁
業
者
の

育
成
・
Ｐ
Ｒ
や
販
売
・
環
境

整
備
事
業
等
の
説
明
を
受
け
、

加
工
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

被
災
後
に
地
場
産
業
を
存
続

し
て
い
く
た
め
に
何
を
し
て

き
た
か
を
聞
き
、
12
年
経
っ

た
今
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

石
巻
市
立
門
脇
小
学
校
は
、
宮
城
県
石

巻
市
門
脇
町
に
あ
っ
た
公
立
小
学
校
で
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
適
切
な
避

難
が
評
価
さ
れ
た
学
校
施
設
で
す
。

　

被
災
し
た
校
舎
は
、
津
波
と
津
波
火
災

の
状
況
を
残
し
て
い
る
全
国
唯
一
の
施
設

と
し
て
、
２
０
２
２
年
「
石
巻
市
震
災
遺

構
」
の
１
つ
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
12
年
。
震
災
の
記
憶
の
風
化

が
懸
念
さ
れ
る
な
か
、
議
会
と
し
て
改
め

て
震
災
の
教
訓
を
心
に
刻
み
未
来
に
生
か

す
た
め
、
７
月
に
被
災
地
を
訪
れ
ま
し
た
。

13 令和５年 11月
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発
行
／
三
重
県
南
伊
勢
町
議
会
　
　
　〒５１６－０１９４　三

重
県
度
会
郡
南
伊
勢
町
五
ヶ
所
浦
３０５７

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

南
伊
勢
町
議
会
だ
よ
り

N
o .6
4

　
議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
や
、
議
会
に
関
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

☎
０
５
９
９（
６
６
）１
７
８
１

０
５
９
９（
６
６
）２
１
６
４

　

今
年
の
夏
は「
地
球
温
暖
化
」

と
い
う
人
類
が
も
た
ら
し
た
環

境
の
変
化
で
記
録
的
な
猛
暑
日

が
続
き
、
各
地
に
集
中
豪
雨
や

暴
風
、
竜
巻
な
ど
の
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
災
害
の
な
い
良
い

年
と
な
る
よ
う
に
願
う
ば
か
り

で
す
。

　

残
暑
も
過
ぎ
、
秋
も
一
段
と

深
ま
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
、
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
、

行
楽
の
秋
、
芸
術
の
秋
な
ど
、

他
に
も
色
々
な
秋
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
秋
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
か
。
私
は
睡

眠
の
秋
が
好
き
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
を
担
当

す
る
私
た
ち
は
、
分
か
り
易
く

読
ん
で
頂
け
る
紙
面
作
り
に
努

力
し
ま
す
。

（
山
本
）

委
員
長　

森　
　
　

源　

久

副
委
員
長　

山　

本　

克　

彦

委　
　

員　

倉　

田　
　
　

育

　
　
　
　
　

田　

岡　
　
　

悟

　
　
　
　
　

上　

村　

直　

美

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長　

掛　

橋　
　
　

靖

み んな で やっ とるで ～

＊＊ フラダンス教室（南島プルメリア） ＊＊

生涯学習講座編生涯学習講座編
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編
集
後
記

ハワイの曲にのってフラダンスを踊り、リフレッシュをしましょう。

年齢に関係なく誰でも気楽に始められます。

敬老会などに参加させてもらって、楽しんでいます。

毎月第２、第４火曜日、午後１時 30分～午後３時
第二公民館（贄浦）

　

去
る
９
月
26
日
に
広
報
委
員
５

名
で
全
国
議
長
会
主
催
の
広
報
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
得
た
知
識
や
技
術

の
成
果
を
活
か
し
て
よ
り
良
い

広
報
誌
の
制
作
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

委
員
長　

森　
　
　

源　

久

副
委
員
長　

山　

本　

克　

彦

委　
　

員　

倉　

田　
　
　

育

　
　
　
　
　

田　

岡　
　
　

悟

　
　
　
　
　

上　

村　

直　

美

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議　
　

長　

掛　

橋　
　
　

靖

町
村
議
会
　
　
　

　
　
広
報
研
修
会


